
R３年度
鹿児島学習定着度
調査結果、分析・考察
【平均正答率】
市・県との比較



【小５】 鹿児島学定調査結果の推移グラフ（H29～R３）

H29～R1年度までは県平均以上であったがその差は下
降傾向。R2においては県平均を4.4p下回る結果。

R3は前年比5.8p上昇し、県平均を上回る結果となった。
その要因を私たちは今年度の学力向上策を量的な側面

（時間、回数、指導体制等）と質的な側面（取り組ませた課

題等）から客観的かつ科学的に分析する必要がある。

＋5.8ｐアップ



令和3年度
「チーム星峯西小」で

取り組む
学力向上の具体策



教育活動の成果を説明
するための一次関数

y＝aｔ＋b 
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y：今年度の教育活動の成果

a：（a1学校＋a2家庭＋a3地域）の教育力

t：（t1学校＋t2家庭＋t3地域）で関わる時間等

b：前年度までの教育活動の成果

質
×

量



チーム星峯西で取り組む具体策
【学校の取組】
①授業改善（授業づくりの段階での事前指導）
※教師主導、教え込み型授業からの脱却
②学力向上委員会の定例化（月１回）※見届け
③TT,少人数指導などによるきめ細やかな学力補
充指導体制の構築

【家庭・地域との連携】
④全学年で家庭学習ノートを活用した積上げ学習
⑤PTA共通実践事項としてノーメディアタイムと早
寝早起き朝ご飯の実践化
⑥スポ少・地域スポーツ活動と家庭学習の両立



【基礎・基本】
読み・書き・計算等の
知識，理解，技能等
A問題（主に知識）

【応用力，活用力】
自ら考える力
思考・判断・表現
B問題（主に活用）

【その他】
家庭・地域との連携
学校の教育環境等

上位層
子ども・
教科・
学級

◎ノーメディアタイム、早寝
早起き朝ごはん
◎うち読

◎家庭学習ノートの有効
活用

◎スポ少、地域スポとの
両立

※家庭学習の課題も個
に応じて行う。
・共通課題：基礎問題
・個別課題：応用問題
自主課題

※デジタルドリルの活用

中位層
子ども・
教科・
学級
下位層
子ども・
教科・
学級

子ども・各教科・学級・学校全体の平均通過率（上位層：平均以上、中位層：平
均並、下位層：平均以下）に応じた学習課題をどのように与えたらよいか？

【子ども・教科・学級レベル】学習課題の重点の置き方

◎
重点

◎
重点

○

○
◎
重点

※どれだけ個別最適
化された学習課題を
与えられるか。



R4年度の学力向上策
全体計画における
基本的な考え方
（令和4年度版）



関 連 付 け

アナログ学習指導（紙の教科書、ドリル、教科用ノート、家庭学習ノート等）

デジタル学習指導（学習者用デジタル教科書、タブレット端末、

デジタルドリル、AI教材、ロイロノート、テレビ会議システム等）
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すべての教科領域で情報活用能力を基盤にして育成する

「確かな学力」：知育：校訓かしこく



R4年度 P：計画 諸検査等の目標（目標値）
全学年：家庭学習の充実

全学年：単元、学期末テスト、漢字力
・計算力の定着

学年×10分＋20分
※平均時間と達成者率の把握

※ 単元、学期末テスト85点以上
※ 漢字力・計算力の定着90％以上

対象学年：標準学力検査

※ NRT偏差値54

※ アンダーアチーバー0

５学年：鹿児島学習定着度調査
６学年：全国学力・学習状況調査

※ 県平均以上
※ 全国平均以上

令和3年度 教育課程の記述から引用



R4年度 P：計画 学力向上全体構想（具体策）

外国語科

4年生以上

学力補充指導の時間

＋
家庭学習

家庭学習ノートの活用

チャレンジタイム

授業改善
＋

補充指導

家庭の教育力アップ
共通実践事項（ノーメディ
アタイム、早寝早起き朝ご
はん、うち読）の取組
（家庭学習ノートの活用教
育環境、見届け等）

きめ細やかな補充指導
の新たな取組（時間・場
・回数及び指導体制等）

西小ベーシックに基づく
授業改善（各種研究授業
を通した職員研修）



学力定着のプロセス（※①②③すべてがそろう）

授
業
改
善

①input

問
題
練
習

③output

補充・定着指導（量と質）
＋

家庭学習（量と質）

②keep



令和4年度 学力向上全体計画



家庭学習ノートの活用
（質・量の向上策）

※基礎学力（漢字・単語・日記・計算等）

の確実な定着に重点を置いた取組
※アナログとデジタル学習の融合

① 家庭学習強調週間の設定
② 家庭学習課題（量と質）の与え方
③ 確実な見届け（担任・保護者）
④ 家庭学習時間の把握（諸検査等）



全学年で取り組む自作の家庭学習ノート



各学年の子どもたちの家庭学習ノート模範的な例



各学年の子どもたちの家庭学習ノート模範的な例



各学年の子どもたちの家庭学習ノート模範的な例



各学年の子どもたちの家庭学習ノート模範的な例



各学年の子どもたちの家庭学習ノート模範的な例



各学年の子どもたちの家庭学習ノート模範的な例



家庭学習ノートの活用法と様式の見直し

保護者の確実な見届け

担任の賞賛・励まし

連
携

児童の実態に即した家庭学習ノートの様式を見直していく仕組みを構築する。
１ 低・中・高学年の系統性を常に吟味した様式に改善していく。
２ ノーメディアタイム・早寝・早起き・朝ご飯などを振り返る枠を設定する。
３ ４年生以上にアルファベットの書き方罫線を入れる。 など



子どもたちの家庭学習ノート

校長・教頭も学期１回程度
家庭学習ノートを見て励ましの
言葉かけをする。
→子どもの家庭学習状況の把握
→担任の指導状況の把握
→保護者の見届け状況の把握

 



終


